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１．教員紹介・主な研究分野  
 私は,福祉活動に取り組む NPO 法人において,社会福祉士・介護福祉士等として相談員や介護

業務,運営管理業務等に従事した経験があることから,高齢者福祉活動（ソーシャルワークや介

護,各種の生活支援）に取り組む NPO 法人の役割にこれまで着目してきました. 現在の主要研

究テーマとしては,1)高齢者のニーズに応える地域生活支援の在り方（特に NPO 法人が提供す

るサービスと経営及びソーシャルワークの視点が中心）,2)高齢者の権利擁護に関する研究（例：

介護サービスの評価や苦情解決,高齢者虐待の予防と対応,認知症高齢者の地域支援等,3)高齢者

等が住み慣れた地域で生活が継続できるためのソーシャルワークの展開とサービス開発（高齢

者の退院支援、様々なニーズに応えられるためのサービス開発の推進方法や管理運営等）に関

するものがあります.研究上で特に意識することとして,机上のみではなく,実際に高齢者の方や

様々な専門職の方等と顔がみえる関係を築きながら,現実の福祉問題の把握と理解に心がけな

がら研究を進めようと考えています.また,社会福祉に関する各種調査等を通じて福祉問題を抽

出・発見し,その結果を福祉実践にフィードバックできればと考えています. 
＜参考＞主な保持資格：社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士・救急救命士・専門社会調

査士 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文(※過去３年) 

1) 秋竹純・本郷秀和 ・松岡佐智「有料老人ホーム職員のバーンアウト傾向と認知症高齢者へのケ

アの状況―調査結果にみる施設内虐待の予防に向けた課題」『地域ケアリング』Vol.21. No.8、
(株)北陸社 2020.6 

2) 梶原浩介・本郷秀和「地域共生社会と制度の狭間の問題を抱える家族支援に関する一考察 -8050  
問題に焦点を当てて–」『九州社会福祉学』第 18 号、日本社会福祉学会九州地域部会、2021.3. 

3) 秋竹純・本郷秀和「介護付有料老人ホームに勤務する介護福祉士からみたケア意識とストレス 
状況」『福岡県立大学 人間社会学部紀要』第 29 巻第 2 号,2021.3. 

4) 岩崎敦子・本郷秀和「特別養護老人ホームにおける在宅高齢者に対する食支援への意識と課題 
－福岡県内の特別養護老人ホームの食支援調査を手がかりに－」『福岡県立大学 人間社会学部 
紀要』第 29 巻第 2 号,2021.3. 

5) 飯干真冬花・本郷秀和「中高年知的障害者への就労支援と高齢化への課題」『九州社会福祉学』 
第 18 号,日本社会福祉学会九州地域部会,2022.3. 

6) 本郷秀和・飯干真冬花・松岡佐智, 「実習領域別にみる相談援助実習の課題 -A 大学における

2013-2021 年度実習後アンケート調査の概観-」,福岡県立大人間学人間社会学部.『福岡県立大

学 人間社会学部 紀要』、第 31 巻第 1 号.2022.10. 
7) 川井大輝・本郷秀和, 「QOL と高齢期の変化に関する一考察」、福岡県立大学人間社会学部.『福

岡県立大学 人間社会学部 紀要』,第 31 巻第 1 号.2022.10. 
 



8) 飯干真冬花・本郷秀和・松岡佐智，「感染症流行後の相談援助実習の課題と実習指導者への期待 
-Ａ大学における 2013-2021 年度実習後アンケート調査を通じて-」『福岡県社会福祉士会研究

誌』（福岡県社会福祉士会），2023.3. 
9) 本郷秀和「第 14 章 相談援助の目的と方法」「第 16 章 保健医療福祉に関する諸問題の例」,鬼

埼信好・本郷秀和編,『コメディカルのための社会福祉概論 第 5 版』,講談社,2023,2.（＊第１刷

発行部数：6000） 
10) 本郷秀和「第１章 高齢者の定義と特性」「第 2 章 高齢者の生活実態と社会環境」,川村匡由編,

『入門高齢者福祉』,ミネルヴァ書房,2023.3. 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 

 
 ③過去の主要業績 
・ 本郷秀和「介護保険制度下の NPO 法人におけるソーシャルワーク実践の方向性」『日本の地域

福祉』第 17 号. 日本地域福祉学会、2003 年 3 月. 
・ 本郷秀和「高齢者虐待の兆候察知における介護支援専門員の課題 －福岡市・北九州市の介護支

援専門員の現状と意識－」『社会福祉学』第 54 号第 2 巻,日本社会福祉学会，2013 年 8 月. 
・ 本郷秀和著,『高齢者虐待と介護支援専門員』中央法規、2020 年 3 月. 

 
３．外部研究資金 

 
平成 3１年度－令和 5 年度(5 年間)、文部科学省科学研究費補助金申請、基盤研究Ｃ、「地域包

括 ケアシステム推進下の介護 NPO の可能性」421 万円（総額）*研究代表：本郷秀和 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 
 日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本高齢者虐待防止学会、日本介護福祉学会 

 
６．担当授業科目 

 

＜学部＞ 1)「ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ」(2 単位・1 年後期),2) 「相談援助実習指

導」(3 単位・3 年通年・共同）,  3)「相談援助実習」(4 単位,3 年通年）, 4)「ソーシャルワー

ク実習指導」（3 単位・2 年通年・共 同）, 5)「ソーシャルワークの理論と方法 B」(2 単位・

2 年前期）, 6)「社会福祉学演習」(4 単位・3 年後 期～4 年前期・通年）, 7)「卒業論文」(6 単
位・4 年次後期）, 8)「ソーシャルワーク演習 A」(１単位・１ 年後期）, 9)「相談援助演習 C」

(1 単位,3 年後期） ,10)「福祉専門職特講 A」（オムニバス）、11）「福祉専門職特講 B」（オム

ニバス）〈※以下、大学院〉 1)「高齢者福祉研究」(2 単位・1 年後期), 2)「高齢者福祉演習」

(2 単位・1 年前期), 3) 「特別研究」(4 単 位・1-2 年通年), 4)フィールドワーク」(2 単位・1 
年後期), 5)「量的研究法」 (１単位・１年前期) 



７．社会貢献活動 

 

1)福岡県社会福祉審議会 審議委員. 2)福岡県社会福祉審議会 老人福祉専門分科会 会長.  
3)福岡県社会福祉審議会 地域福祉支援計画専門分科会 会長. 4)福岡県第 9 次高齢者保健福祉

計画策定検討委員会 委員長. 5）福岡県身体拘束ゼロ作戦推進会議 委員長.6）福岡県人権施策

推進講話会専門部会 委員.7)福岡県介護実習・普及センター事業等企画書選定委員会委員. 
8)福岡県国民健康保険団体連合会 介護給付費等審査委員会 副会長. 9）福岡県国民健康保険団

体連合会 介護給付費等審査委員会 審査部会長.10）福岡県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員. 11）日本社会福祉学会 代議員. 12)日本社会福祉学会「社会福祉学」査読・編

集委員.13）日本社会福祉学会 九州地域部会運営委員. 14）日本社会福祉学会 九州地域部会「九

州社会福祉学」査読・編集委員.15）日本高齢者虐待防止学会機関誌『高齢者虐待防止研究』査

読委員.16）福岡県社会福祉協議会 外部評価審査委員会委員.17）福岡県社会福祉協議会 運営

適正化委員会委員.18）福岡県社会福祉協議会 苦情解決小委員会委員.19) 福岡県川崎町 地域包

括支援センター運営協議会会長.20）嘉麻市社会福祉協議会 権利擁護支援運営委員会委員.21）
嘉麻市地域福祉計画策定検討委員会委員.22）嘉麻市社会福祉協議会 地域福祉権利擁護事業運

営審議会委員.23）福岡県田川市 地域包括ケアシステム推進協議会認知症支援部会委員.24)福岡

県宗像市 介護保険運営協議会委員. 25)特定非営利活動法人 地域たすけあいの会 理事.26)福岡

県社会福祉士会 研究誌査読担当.27) ふくおか福岡元気向上チャレンジ(在宅高齢者の要介護状

態改善事業)評価委員会アドバイザー（福岡市事業.受託：ヒューマンアカデミー株式会社）他. 
 
８．学外講義・講演 

 

1) 飯塚市福祉ネットワーク（民生委員協議会）研修会「高齢者を巡る課題と家庭内虐待」 講

師.2)令和４年度 福岡県人権相談従事者研修「福祉相談と記録」（福岡県主催）、講師（会場：㈶

福岡県人権啓発情報センター）.3) 日本医療ソーシャルワーク学会 研修講師 テーマ「社会福

祉の研究方法」.4) 福岡県立大学社会福祉学会 シンポジウム「子ども家庭福祉をめぐる現状と

課題」コーディネーター（会場：福岡県立大学）.5) 令和４年度 ふくおか元気向上チャレンジ

（在宅高齢者の要介護状態改善事業）「多職種連携のための意見交換会」研修コーディネーター、

主催：福岡市福祉局 高齢社会部介護保険課.6) 社会福祉法人 慈愛会 職員研修 講師 テーマ

「高齢者と虐待」.7) 日本社会福祉学会 全国フォーラム「地域共生社会を問う-共生の社会に向

けた社会福祉実践から-」、コーディネーター（会場：久留米大学・オンライン）他. 
 
９．附属研究所の活動等 

 
福岡県立大学附属研究所調整部会 委員、福岡県立大学後援会 理事、社会福祉コース代表、 
福岡県立大学人間社会学部博士課程設置ワーキンググループ、 
福岡県立大学社会福祉学会 副会長他 

 


